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1住民サービスの充実 

　この地域は、従来からの住民に加えて、新たに居住した

住民や外国人の方など多様な人口構成の転出入による人々

の流動化が高い地域です。 

　今後は、高齢者、若者、子育て世代、障害をもつ人など全

ての市民に、きめ細やかに対応した総合的で質の高い行

政サービスを提供していくことが期待されます。 

　また、行財政改革を徹底して進めることにより、効率的で

質の高い行政サービスの提供が求められています。 

 

2生活や環境への配慮 

　この地域は、水・緑など豊かな環境に恵まれています。 

　今後は、こうした地域の資源を次世代に引き継ぐため、良好

な田園風景と都市空間との調和が織りなす、うるおいとやすら

ぎが感じられる生活空間を創造していくことが期待されます。 

　また、資源の再利用、再活用を図る循環型社会の形成も

求められています。 

 

3拠点施設の地域間連携 

　この地域は、公園、図書館、生涯学習館、郷土資料館な

どの整備や、地域活性化のための施策等の推進により、魅

力ある地域づくりが展開されています。 

　今後は、これらの施設を連携するとともに、新市を象徴す

る魅力づくりに取り組むことが期待されます。 

 

4都市機能の集積 

　この地域は、商工業施設や山梨大学医学部、JR身延線の

駅などの都市的機能が集積しており、また、地域内を横断する

新山梨環状道路南部区間の開通により、中央自動車道と中

部横断自動車道の各インターチェンジへの接続が予定されます。 

　今後は、ヒトとモノの交流を活かしたまちづくりが期待されます。 

5教育・文化、スポーツの振興 

　この地域は、山梨大学医学部が立地し、学生や大学職員、

外国人が多く居住しています。 

　今後は、新市内の情報通信基盤整備を推進し、地域内

連携の強化を図るとともに、国際理解教育を進めることなど

により、地域の課題に協働で取り組み、文化度の高い環境

を構築する必要があります。 

　また、山梨大学医学部との連携を強化し、医療・保健福祉・介

護サービスなどを総合的に推進する体制づくりが期待されます。 

　さらに、市民誰もが、いつでもどこでも気軽に文化・スポー

ツに親しむことができる環境づくりを行うなどにより、市民が

自分らしい生き方を選択できる新市づくりが期待されます。 

1地域の課題 

1河川の多い自然環境 

　この地域は、甲府盆地の中央南部に位置し、地域内には

笛吹川、釜無川、鎌田川、山王川、常永川、浅利川などが流

れ、これら河川の支流と相まって、水と緑にあふれる自然環

境を有しています。 

　先人たちは、これら河川の氾濫による水害を乗り越え、今

日を築いてきました。 

　 

2交通の要衝 

　この地域は、甲府盆地と地域を結ぶ主要道路が結節す

る交通の要衝であり、地域内を横断する新山梨環状道路

南部区間の開通により、中央自動車道と中部横断自動車道

の各インターチェンジへの接続が実現する予定です。 

　また、JR身延線により、甲府、東京、長野方面のみならず、

静岡方面にも利便性を有しています。 

 

3商工業の集積 

　この地域は、企業進出が活発に行われ、県内の第2次、

第3次産業の一翼を担う多くの商工業が集積しています。 

　これらの企業においては、環境への配慮も意欲的に行わ

れるなど、地域と共存する企業としての取り組みが積極的

に行われています。 

4付加価値の高い農業の可能性 

　この地域は、農業が活発に営まれており、トウモロコシ、なす、

トマト、花卉などの生産が盛んで、最近では畜産加工品も新

たな需要を開拓しています。 

　交通機関にも恵まれた立地条件にあることから、多様な

担い手を確保することにより、優良農地を効率的に活用した

付加価値の高い農業の展開と観光との結びつきによる発

展の基盤があります。 

 

5若い世代が多く住むまち 

　この地域は、少子・高齢化の傾向が見受けられるものの、

県内では若い年齢の住民が多い地域です。 

　高齢者が若い世代とともに、安心して暮らすことができる

環境を整備することにより、暮らしやすい質の高い生活環境

を形成する可能性が高い地域です。 

2地域の特性 

地域のもつ可能性を引き出し、 
新市全体で活かす！ 




